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 第二章ではパルスラジオリシス法によるNOとE. coli SoxRとの反応を検討した。その結果、速い過程と遅い過程の変
化が見られ、それぞれはSoxRの鉄硫黄クラスターに1分子目あるいは2分子目のNOが配位する過程であることがわかっ
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(1) パルスラジオリシス法を用いてスーパーオキサイドアニオンと SoxR との反応を検討し、不活性型である還元
型 SoxR はスーパーオキサイドと直接反応をして活性をもつ酸化型へと変化することを明らかにしている。 
(2) パルスラジオリシス法を用いて一酸化窒素と SoxR との反応を検討し、一酸化窒素が段階的に鉄イオウクラス
ターに付加することでジニトロシル鉄錯体となる初期過程を観察することに成功している。 




(5) SoxR-DNA 複合体、SoxR 単体における酸化還元電位を測定し、DNA と結合することで SoxR の酸化還元電位はわ
ずかに低くなることを明らかにしている。 
以上のように、本論文は生物界に広く存在する外部環境に応答する転写因子の応答機構に関して有益な示唆を与
えるものであり、新規薬剤開発の基礎資料となることが期待できる。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
